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ペロブスカイト型太陽電池(PSC)は最高変換効率 25.2 %が報告されており，単結晶シリコン太陽

電池の 26.7 %に迫っている[1]．現在は太陽電池としての変換効率をさらに向上させるために研究

が進められており，その一つの手段として，PSC をシリコン太陽電池に重ねるタンデム構造があ

る．このように PSCをタンデム構造に用いるためには電極が光の透過性を持つ必要があり，これ

までに ITOや FTOといった透明導電膜を電極として用いた例が報告されている[2]．また，PSCの

電極として単層カーボンナノチューブ(単層 CNT)を用いることで，デバイスが光透過性を持つこ

とも報告されている[3,4]．しかし，単層 CNTを電極として用いた PSCをタンデム構造へと応用し

た例は少ない．そこで本研究では，単層 CNT 電極を用いた PSC と市販のシリコン太陽電池によ

るタンデム構造太陽電池を作製し，性能を評価した．予備的にタンデム構造太陽電池デバイスを

作製したところ，PSCで 15.1 %，シリコン太陽電池で 2.1 %の変換効率が得られた．単層 CNT電

極を用いた PSCとシリコン太陽電池によるタンデム構造太陽電池の電流電圧特性および外部量子

効率を Fig. 1(a)と Fig. 1(b)にそれぞれ示す．単層 CNTを用いたペロブスカイト型太陽電池が光の

透過性を持ち，タンデム構造のボトムセルとしてのシリコン太陽電池が透過光によって発電して

いることを確認した．両者の太陽電池を高性能なものに代えて，タンデム太陽電池を評価する． 
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Fig. 1. (a) J-V and (b) IPCE curves for the perovskite top cell, Si bottom cell, and reference Si cell 
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